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　薬の保管方法によっては、効果がなくなるばかりでなく、有害なものになってしまう場
合があります。薬の正しい保管方法を確認してみましょう。

【直射日光・高温・多湿を避ける】
　薬は光や温度、湿度によって効きめが落ちる場合が多くあります。車中や日差しが強い場所に置かないよ
うにしましょう。冬は暖房器具による高温や結露にも注意が必要です。
【冷所保存の指示がある場合は冷蔵庫に保管】
　冷所保管が必要な薬としては、シロップ剤や目薬、坐薬の一部、未開封のインスリンなどがあります。食
べ物や飲み物と間違えないように区別して保管し、凍らせないように注意しましょう。
【子どもの手の届かないところに保管】
　子どもの誤飲事故のうち、約２割は「医薬品、医薬部外品」によるものと報告されています。子どもは何
でも口に入れたがります。食後に飲もうと用意していた薬をわずかな隙に口に入れてしまったケースもあり
ますので、油断は禁物です。

☆�薬と上手につきあっていくために、薬の情報（袋やラベル、説明書、お薬手帳）も大切に保管しましょう。
緊急時のためにも、保管場所は家族にも知らせてください。

☆薬の管理や廃棄での困りごとや残った薬の取り扱いなど、薬剤師に相談しましょう。

　成羽病院通信　     　　　　    ■問い合わせ　☎ 42- ３１１１

お薬はどこに置いていますか？～薬の正しい保管～ 成羽病院薬局薬剤師　藤村智映子

１月～２月開催のイベントのご案内学園だより

☆吉備国際大学　大人市民講座「子どもに話そう！スマホ・ＳＮＳのちょっといいハナシ」
　地域の大人たちがスマホとＳＮＳにかかわる情報安全リテラシーの基本知識を知り、子どもたちと話し合うた
めの基本的な心構えを身に着けていただけるよう、情報教育専門家とＳＮＳの社会教育担当者による講演会です。
　日時：２月８日㈰　午後２時～午後４時 30分
　場所：順正学園国際交流館　２階多目的ホール（奥万田町）
　対象：高梁市およびその周辺地域の社会人および生徒・児童の保護者
■問い合わせ　吉備国際大学地域連携センター　☎ 22- ９０５０

☆地域シンポジウム「不登校・ひきこもりの現状と課題」
　日時：２月 14日㈯　午後１時 30分～午後４時
　会場：順正学園国際交流館　２階多目的ホール（奥万田町）
　対象：高梁市で不登校・ひきこもりの予防や支援に関わる教育・福祉・保健・医療関係者など
■問い合わせ　吉備国際大学地域連携センター　☎ 22- ９０５０

☆吉備国際大学　たかはし子育てカレッジ Kiui 講座
　子育ての環境、外遊びの環境づくりの支援など、現在の子どもを取り巻く環境について考えるとともに、これ
からの子育てについての示唆に富んだ内容の講演会です。
　場所：吉備国際大学 13号館　３階（心理・発達総合研究センター）
　講師：㈲毎日の生活研究所　代表　矢郷恵子さん
【子育て講座】「子育てで欠かせない外遊び～どうしらたもっともっと遊べるの～
　対象：子育てパパ、ママ（託児があります）
　日時：１月 19日㈪　午前 10時～午前 11時 30分
【子育て支援者講座】「外遊びの環境づくりと支援について」
　対象：子育て支援
　日時：１月 19日㈪　午後６時 30分～午後８時 15分
■問い合わせ　高梁市子ども課子ども支援係　☎ 21- ０２８８
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 ●  が「溝尻」付近。国土地理院 1:25000 地形図より

「溝尻」は竹やぶの付近で高梁川に合流

　

落
合
町
阿
部
に
「
溝み

ぞ

尻し
り

」
と
い
う
地
名

が
あ
り
ま
す
。
阿
部
の
平
野
が
井
谷
付
近

か
ら
成
羽
川
に
沿
っ
て
東
に
広
が
り
、
高

梁
川
と
出
会
う
付
近
に
そ
の
地
名
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

阿
部
は
中
世
に
は
、
川
上
郡
近
似
郷
阿

部
村
で
し
た
。
高
梁
川
と
支
流
の
成
羽
川

が
合
流
す
る
地
点
に
あ
っ
て
「
阿あ

恵え

」・

「
相あ
い

」・「
合あ

い

」
な
ど
と
呼
ば
れ
、
川
の
合
流

3

3

3

3

す
る
地
域

3

3

3

3

を
表
す
「
落
合
」・「
阿
部
」
の

地
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
阿
部
」
は
「
北
山
」
の
斜
面
と
、
現

在
の
国
道
３
１
３
号
が
通
る
よ
り
南
側
の

平
地（
阿
部
平
野
）と
に
区
別
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
南
側
は
現
在
、
住
宅
や
工
場
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
が
建
ち
、
こ
の
平
地
は
江

戸
時
代
に
は
、
松
山
藩
領
で
は
唯
一
、
米

の
穀
倉
地
帯
と
し
て
大
切
な
場
所
で
し
た
。

こ
の
「
合あ
い

の
原
」
と
い
わ
れ
た
平
野
は
、

今
で
は
昔
の
面
影
が
な
く
な
り
、
水
田
地

帯
だ
っ
た
名
残
を
わ
ず
か
に
留
め
る
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の
阿
部
の
平
地
は
以
前
、

成
羽
川
の
河
道
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
西
に

高
く
東
に
低
く
な
っ
て
い
て
、
平
地
が
高

梁
川
に
出
る
場
所
で
あ
る
市
場
地
区
は
、

洪
水
に
よ
る
被
害
が
特
に
激
し
か
っ
た
所

な
の
で
す
。

　
「
阿
部
平
野
」
は
、
成
羽
川
の
氾
濫
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
河か

成せ
い

低
地
」、
す
な

わ
ち
一
種
の
「
河
成
段だ
ん

丘き
ゅ
う」
で
、
ほ
と
ん

ど
が
成
羽
川
の
河
床
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
、

段
丘
礫れ
き

層そ
う

で
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前

の
成
羽
川
は
、
井
谷
付
近
か
ら
現
在
の
国

道
に
沿
っ
て
、
東
の
旧
「
阿
井
の
渡
し
場
」

の
１
０
０
㍍
ほ
ど
下
流
の
「
溝
尻
」
付
近

で
、
高
梁
川
に
合
流
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
成
羽
川
は
、
玉

川
町
と
の
境
の
山
裾
を
流
れ
て
い
ま
す
が
、

「
以
前
は
、
今
の
成
羽
川
の
ほ
と
り（
現「
あ

い
あ
い
橋
」
の
た
も
と
付
近
）に
は
、
一
二

軒
ぐ
ら
い
の
家
が
並
ん
で
い
ま
し
た
が
、

明
治
二
六
年（
一
八
九
三
）の
大
洪
水
の
時
、

流
れ
て
し
ま
っ
て
全
滅
し
た
の
で
す
。
そ

の
時
、
被
害
に
遭
っ
た
家
は
、
現
在
、
国

道
よ
り
北
側
の
緩か
ん

斜し
ゃ

面め
ん

の
場
所
へ
移
転
し

て
い
ま
す
。
成
羽
川
の
洪
水
は
た
び
た
び

あ
っ
て
、
明
治
二
六
年
の
時
の
洪
水
の
水

面
の
高
さ
は
13
㍍
も
あ
っ
た
」
と
平
松
竹

夫
さ
ん（
落
合
町
阿
部
・
九
〇
歳
）が
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
成
羽
川
は
、

た
び
た
び
氾
濫
に
よ
っ
て
流
路
を
変
え
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
す
。

　

平
成
一
〇
年
の
「
阿
部
遺
跡
の
発
掘
調

査
」
で
、
成
羽
川
が
国
道
寄
り
を
流
れ
て

い
た
こ
ろ
の
河
道
の
跡
が
発
見
さ
れ
、「
溝

尻
」
へ
流
れ
出
て
、
高
梁
川
と
合
流
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
す
。
江
戸
時

代
、
享
保
六
年（
一
七
二
一
）の
大
洪
水
の

記
録
「
江え
ぐ
に
か
も
ん
り
ゃ
く
に
っ
き

国
掃
部
略
日
記
」（「
吉
備
津
神

社
文
書
」
＝
「
吉
備
地
方
史
の
研
究
」）に
、

「
古
今
聞
き
も
及
ば
ぬ
洪
水
前
代
未
聞
の

事
」
と
あ
り
、「
高
梁
川
よ
り
は
成
羽
川

の
水
多
く
、
阿
部
村
付
近
の
成
羽
川
の
異

常
増
水
も
激
し
か
っ
た
」
な
ど
と
書
か
れ
、

成
羽
川
の
上
流
は
高
梁
川
よ
り
も
急
流
が

多
く
、
阿
部
付
近
は
成
羽
川
の
氾
濫
で
大

変
な
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

阿
部
の
平
地（
段
丘
面
）は
、
古
く
か
ら

の
水
田
地
帯
だ
っ
た
た
め
、
新し
ん

城じ
ょ
う

池い
け

の

水
や
井
谷
川
の
水
、
そ
し
て
井
谷
付
近
か

ら
成
羽
川
の
水
を
取
水
す
る
灌か
ん

漑が
い

用
水
路

が
、
西
か
ら
東
へ
幾
筋
も
通
っ
て
い
て
、

そ
の
水
は
東
の
「
溝
尻
」
に
集
ま
っ
て
、

高
梁
川
へ
流
れ
出
て
い
た
の
で
す
。
そ
の

た
め
、
灌
漑
用
水
路
が
集
ま
る
「
溝
尻
」

付
近
は
、
砂
礫
層
の
低
湿
地
で
、
今
で
は

畑
作
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
溝
尻
」
と
い
う
地
名
は
、
古
い
成
羽
川

が
高
梁
川
と
合
流
す
る
場
所
だ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
阿
部
の
灌
漑
用
水
が
集
ま
っ
て
高

梁
川
へ
出
る
場
所
で
、
ま
さ
に
「
溝
の
尻
」

だ
っ
た
の
で
す
。

　

昭
和
四
七
年
ご
ろ
ま
で
は
、
高
梁
川
沿

い
の
「
溝
尻
」
に
は
猿
尾
も
あ
っ
て
、
高

瀬
舟
の
舟
溜だ
ま

り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
こ
は
若
者
達
の
集
ま
る
良
き
水
泳

場
所
で
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
四
七
年
の

河
川
改
修
に
よ
っ
て
、
川
湊
の
入
り
江
も

な
く
な
り
、
以
前
の
「
溝
尻
」
の
名
残
も

な
く
な
っ
て
、
今
で
は
用
水
路
の
谷
だ
け

が
面
影
を
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）


